ＯＡＡ　名古屋支部　２００９年　９月例会　報告

「池村プリズムを撮像システムに組み込みました」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日井市　長谷部　孝男

０．　以前、池村氏に望遠鏡の選定・据付場所とシーイングなどについて相談した際、大気屈折による色ズレ補正について、斜視検査用偏角プリズム利用のアドバイスを戴き、購入していたが、ようやく組込みアダプタを製作しました。
今回、色ズレ量を、組合わせにより幅広く調整可能な構造にしようと、多少工夫しました。
１．　従来の光学系と組合せ方式
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２．効果確認テスト　：　Ｌを変えて試験撮像し、色ズレ量を確認する。

　　結果　；

　　→　　偏角１°、２°と距離の組み合わせで、　簡単に２～６ピクセル補正できるようにしたい
３．組み換え簡単な構造のアダプタをつくる

　　　　プリズムユニットの向きを

　　　　　　　　入れ替えるだけで。


　　　　　　　　直焦点と　×３バーローで利用可能
　　　プリズムホルダー部の製作

　　素材（発泡塩化ビニル）をこのように切断。　　　旋盤加工での傾斜チャッキング段取り。

　　組立て　：分解しない前提でプリズムの固定は

　　　　　　　両面テープで、塩ビ部分は接着して

　　　　　　　組み立てた。
４．望遠鏡に取り付けた状況



５．撮像結果

　最終の像の良否はシーングの差のあり一概に言いにくいが、色ずれ補正効果はほぼ目標通り出ている。

　　①　木星は、２°×７５ｍｍ　で画像処理時補正無し

　　②　月面は光度が低かったため、２°×７５ｍｍ　＋画像処理時、追加補正あり。
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